














































 
 
 
 
 
 
「総合的な震災対策の考え方」の取組状況について（補足説明資料） 
 
 
８ページ 主な施策「職員の派遣」の「主な取組状況」の４行目「3,348 人」については、

次の欄の「長期派遣 12 人」を含んだ人数です。 
 
 
 



 

 

「総合的な震災対策の考え方」の取り組み状況について 

 

１ 防災対策 

（１）耐震対策 

   市第 41 号議案で保育所や児童養護関連施設等の耐震化に関する補正予算を計上し

ました。 

（２）修繕の状況 

   保育所等の一部の施設において壁面のひび等の被害が生じましたが、いずれも本市

または運営法人等により補修しており、問題はありません。 

（３）放課後施策における防災マニュアルの見直し 

「横浜市学校防災計画」の見直しに伴い、放課後施策においても教育委員会事務局

と調整し、児童が学校で預かり（留め置き）となることを前提に、学校と放課後の各

事業所が十分話し合ったうえ、マニュアルを見直すこととしました。 

 

２ 市民の安全のための放射線対策 

（１）放射線の空間線量の測定と公表 

放射線に対する不安を払拭するため、保育所と幼稚園の園庭における空間線量を測

定し、結果を公表しています。 

ア 保育所 

開始時期：６月～ 

測定箇所：各区２か所／月  

実施園数：市立 51 園、民間 57 園（８月末） 

測定結果（μSv/h）：最大値 0.21 最小値 0.01 

イ 幼稚園 

開始時期：８月～ 

測定箇所：各区１か所／月  

実施園数：18 園（８月末） 

測定結果（μSv/h）：最大値 0.16 最小値 0.03 

ウ 保育所及び幼稚園における今後の測定予定 

 ９月以降、当局で購入した測定器（２台）の他、消防局の協力を得て、11 月末ま

でに全ての園で測定を終了する予定です。 

  こども青少年局 全市 40 か所程度／月 

  消防局     各区 11 か所程度／月 

教育委員会の測定器について活用方法等を検討中です。 

（２）保育所給食の牛肉使用の状況 

・市立保育所：４月以降、牛肉を使用した給食は提供していません。 

・民間保育所：４月～７月上旬までの間に、放射性物質に汚染された稲わらを給餌さ

れた可能性のある牛肉を６園が給食で使用したことがわかりました。 

 なお、横浜市では各園に対し、７月 12 日付けで、牛肉の使用を控え

るよう依頼する通知を出しています。 

平 成 2 3 年 ９ 月 ９ 日

こども青少年・教育委員会資料

こ ど も 青 少 年 局



 

３ 夏の電力不足対策 

（１）夏の電力不足対策に伴う休日保育事業の実施 

    企業の電力需給対策に伴う就業時間等の変更により、保育が必要となった児童の休

日保育を実施しています。 

   実施期間：７月１日～９月 30 日までの間の日曜日と祝日（16 回） 

   実施施設：22 施設 

（平時から休日保育事業を実施している９施設と臨時に開設した 13 施設） 

   利用料金：無料（企業の電力需給対策に伴う利用者のみ） 

   利用者数：延べ 413 人（８月末） 

（２）市民利用施設（一部）の輪番休館 

青少年交流センター及び青少年育成センター、横浜青年館において、７月から９月

まで、定休日のほかに週１日休館を実施しています。 

 

４ 突発的な停電対策や省電力化対策 

（１）市立保育所の扇風機やよしずの設置 

    市立保育所（96 施設）で空調の利用を抑制するなど、夏の節電対策を推進するため、

扇風機やよしずなどを設置しています。 

（２）環境に配慮した保育所整備の促進 

施設整備の際に実施するＬＥＤ照明などの節電機器の設置や屋上や園庭の緑化など

の、環境配慮の取組に対してポイントを設定し、基準以上のポイントを取得した保育

所を「よこはまエコ保育所」として認証、認証書と認証プレートを交付します。 

事前協議数：６施設（８月末） 

（３）太陽光発電設備設置の推進 

「エコ保育所」の取組にも該当する太陽光発電設備について、今年度新設の保育所

のうち設置を希望する施設に対し、建設費補助の加算を実施します。 

補助申請数：５施設（８月末） 
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